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鶴
屋
南
北
の
合
巻

片ぴ
ょ
ん

　

龍よ
ん

雨う

は
じ
め
に

歌
舞
伎
作
者
で
あ
っ
た
四
世
鶴
屋
南
北
は
、
姥
尉
輔
の
名
前
で
合
巻
も
数
作
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
鶴
屋
南
北
の
口
授
と

銘
打
っ
て
「
南
北
門
人
亀
東
」
と
す
る
作
品
や
、
南
北
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
る
。
南
北
の
合
巻
は
、
そ
の
殆
ど
が
解
説

と
共
に
『
鶴
屋
南
北
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
偽
作
の
疑
い
で
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
『
睦

む
つ
ま
じ
づ
き
ふ
か
い
な
か
ち
ょ
う

月
深
仲
町
』（
天
保
五

年
刊
）
は
、
中
村
恵
に
よ
り
「
鶴
屋
南
北
作
合
巻
《
睦
月
深
仲
町
》」（『
文
献
探
究
』
三
十
三
号
、
一
九
九
五
年
四
月
）
に
翻
刻
と
影
印
、

解
説
が
な
さ
れ
た
。

南
北
の
合
巻
を
全
部
拾
っ
て
み
る
と
十
八
作
品
に
上
る
。
ま
ず
、【
表
１
】
に
刊
年
と
書
名
、
作
者
、
画
工
、
版
元
を
ま
と
め
た
。
ま

た
備
考
に
は
、
文
章
中
に
舞
台
書
き
が
見
え
る
場
合
は
、「
舞
台
書
き
」
と
記
し
た
。

南
北
の
合
巻
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
三
浦
広
子
が
『
北
大
近
世
文
学
研
究
会
会
報
』
に
発
表
し
た
い
く
つ
か
の
論
文
と
、
そ
の

主
旨
を
ま
と
め
て
論
を
発
展
さ
せ
た
「
鶴
屋
南
北
の
合
巻
に
つ
い
て
」（『
近
世
文
学
研
究
』
三
号
、
一
九
六
八
年
十
二
月
）、
古
井
戸
秀

夫
「
鶴
屋
南
北
（
一
）」（『
近
世
文
芸　

研
究
と
評
論
』
第
二
十
号
、
一
九
八
一
年
六
月
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
浦
は
、
右

の
論
文
に
お
い
て
南
北
門
人
亀
東
が
五
世
鶴
屋
南
北
を
継
ぐ
孫
太
郎
で
あ
る
可
能
性
を
、
南
北
門
人
亀
東
の
活
動
時
期
を
根
拠
と
し
て



（110）− 113 −

指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
南
北
が
、
合
巻
の
執
筆
に
お
い
て
も
歌
舞
伎
同
様
、
あ
ま
り
に
も
趣
向
を
重
視
し
た
た
め
に
、
全
体
の
構
想

が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
「
趣
向
性
の
中
に
埋
没
し
た
書
替
狂
言
が
喜
ば
れ
、
趣
向
が
世
界
を
く
い
荒
し
て
行
く
。

所
謂
茶
番
が
も
て
は
や
さ
れ
る
の
で
あ
る
。全
く
の
歌
舞
伎
仕
立
が
通
用
し
、 

喜
ば
れ
る
様
に
な
っ
た
合
巻
界
に
作
品
を
発
表
す
る
事
は
、

脚
本
創
作
と
何
ら
選
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
。
既
に
売
れ
っ
子
の
人
気
作
者
と
な
っ
た
南
北
に
と
っ
て
、
合
巻
が
歌
舞
伎
の
趣
向
に
従
属
し

て
い
く
の
は
当
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
当
時
の
読
者
に
も
趣
向
本
位
の
合
巻
が
歓
迎
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
歌
舞
伎
と
の
影
響
関
係
、
そ
し
て
代
作
者
の
存
在
に
関
す
る
研
究
が
主
に
行
わ
れ
て
き
た

が
、
歌
舞
伎
作
者
の
南
北
が
合
巻
を
書
い
た
背
景
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
文
化
三
年
の
『
雷

い
か
ず
ち
た
ろ
う

太
郎

強ご
う
あ
く
も
の
が
た
り

悪
物
語
』（
式
亭
三
馬
著
）
を
機
に
合
巻
が
流
行
し
始
め
た
こ
と
を
考
え
る
と
、早
く
も
文
化
五
年
に
処
女
作
を
出
し
た
南
北
の
動
き
は
、

こ
う
し
た
動
向
に
敏
感
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
歌
舞
伎
作
者
に
よ
る
合
巻
の
執
筆
は
、
南
北
以
前
の
例
を
見
な
い
。
歌
舞
伎
作
者
が
、

芝
居
の
影
響
を
多
く
受
け
て
い
た
文
化
初
期
の
合
巻
を
見
下
し
て
い
た
こ
と
は
、
桜
田
治
助
の
「
曲
亭
・
山
東
な
ど
に
心
を
写
し
て
は

い
ら
ぬ
も
の
。
草
草
紙
・
よ
み
本
の
作
者
と
は
心
の
違
ひ
し
も
の
」（
三
升
屋
二
三
次
『
役
者
年
中
行
事
』）
と
い
う
言
葉
か
ら
も
見
て

取
れ
る
。
南
北
は
合
巻
を
多
作
し
て
い
る
狂
言
作
者
と
し
て
異
色
の
存
在
と
言
え
る
。

南
北
の
合
巻
は
作
者
の
名
義
に
よ
っ
て
、
文
化
五
年
か
ら
同
九
年
ま
で
の
姥
尉
輔
名
義
の
合
巻
、
文
政
五
年
か
ら
同
八
年
ま
で
の
亀

東
名
義
の
合
巻
、
そ
し
て
文
政
九
年
か
ら
天
保
五
年
ま
で
の
鶴
屋
南
北
名
義
の
合
巻
、
と
い
う
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿

で
は
、
ま
ず
南
北
が
姥
尉
輔
の
名
義
で
合
巻
を
書
き
始
め
た
文
化
初
年
の
劇
界
の
状
況
を
述
べ
、
次
に
亀
東
名
義
の
合
巻
を
上
梓
し
た

南
北
の
狙
い
を
考
察
し
、
最
後
に
晩
年
の
南
北
が
『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』
と
『
怪
談
鳴
見
絞
』
を
執
筆
し
た
理
由
を
考
察
す
る
。
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⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
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文
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年
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八
年
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七
年

文
政
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年
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五
年

文
化
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年
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化
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年

文
化
五
年

刊
年

裙す
そ

模も

様よ
う

沖お
き

津つ

白し
ら
な
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い
ろ
は
演え

ん

義ぎ

女お
ん
な
お
う
ぎ
ち
ゅ
う
し
ん
の
か
な
め

扇
忠
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要

四か
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が

き

十
七
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の
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ち
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も
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角
力
橋
場
菴
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り

田た

山さ
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手
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五
郎
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我が

祭ま
つ
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ま
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双
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た
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の
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討
乗
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書
名

鶴
屋
南
北

鶴
屋
南
北

鶴
屋
南
北

鶴
屋
南
北

鶴
屋
南
北

亀
東

亀
東

鶴
屋
南
北
口
授

亀
東

姥
尉
輔

姥
尉
輔

姥
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作
者

国
貞

国
貞

国
貞

国
貞

国
貞

豊
国

国
貞

国
貞

国
貞

国
長

国
貞

国
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画
工

和
泉
屋
市
兵
衛

丸
屋
文
右
衛
門
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屋
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右
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今
利
屋
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未
詳

今
利
屋
丑
蔵

丸
屋
文
右
衛
門

丸
屋
文
右
衛
門

丸
屋
文
右
衛
門

伊
賀
屋
勘
右
衞
門
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屋
勘
右
衞
門
か
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屋
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右
衞
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元
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台
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⑩
の
後
編

現
存
し
な
い

舞
台
書
き

舞
台
書
き

舞
台
書
き

備
考

 
【
表
１
】
南
北
の
合
巻
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一
　
姥
尉
輔
の
合
巻

南
北
が
文
化
五
年
に
合
巻
を
発
表
し
た
こ
と
に
関
し
て
郡
司
正
勝
は
、「
む
し
ろ
異
例
で
、
合
巻
本
の
版
元
で
あ
っ
た
伊
賀
屋
勘
右
衞

門
が
、
当
時
評
判
の
高
い
南
北
に
目
を
つ
け
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
な
に
よ
り
も
、
そ
の
出
版
動
機
は
、
お
な
じ
、
日
本
橋
高

砂
町
と
い
う
同
町
内
に
あ
っ
た
か
ら
の
地
縁
で
あ
ろ
う
」（『
鶴
屋
南
北
全
集　

第
一
巻
』〈
三
一
書
房
、
一
九
七
一
年
〉
の
解
説
）
と
し

て
い
る
。
一
方
、
佐
藤
悟
は
、『
正
本
写
合
巻
年
表
』（
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
二
〇
一
一
年
）
の
略
説
に
お
い
て
、「
禁
令
に
よ
っ
て

役
者
絵
本
の
刊
行
が
中
断
し
た
こ
と
も
、
草
双
紙
が
よ
り
演
劇
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
を
促
し
た
。
ま
た
版
元
が
草
双
紙
に
大
量

参
入
し
た
た
め
、
新
し
い
草
双
紙
の
作
者
が
必
要
と
さ
れ
た
」
と
い
う
当
時
の
出
版
情
勢
を
、
南
北
が
合
巻
を
刊
行
し
た
理
由
と
し
て

挙
げ
て
い
る
。
地
縁
と
当
時
の
出
版
状
況
が
、
南
北
合
巻
の
上
梓
の
大
き
い
理
由
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

文
化
年
間
の
南
北
合
巻
①
、
②
、
③
を
刊
行
し
て
い
る
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
は
、
主
に
常
磐
津
節
の
正
本
を
出
版
す
る
地
本
問
屋
で
あ
っ

⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬

刊
年
未
詳

天
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年

天
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よ
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ど
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だ
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な
る
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ぼ
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ま
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た
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屋
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屋
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北

鶴
屋
南
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国
貞

国
貞

国
貞

国
貞

国
貞

国
貞

未
詳

和
泉
屋
市
兵
衛

和
泉
屋
市
兵
衛

山
本
平
吉

山
本
平
吉

山
本
平
吉

舞
台
書
き

舞
台
書
き

舞
台
書
き

⑬
の
後
編
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た
。
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
は
、
元
禄
十
年
以
前
か
ら
芝
居
画
を
出
版
し
、
元
文
頃
か
ら
宝
暦
六
年
頃
ま
で
は
中
村
座
関
係
の
一
枚
絵
や
義

太
夫
節
正
本
を
、
そ
し
て
宝
暦
頃
か
ら
は
常
磐
津
節
の
正
本
を
刊
行
す
る
な
ど
、
歌
舞
伎
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

安
田
文
吉
は
、「
常
磐
津
節
版
元
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
」（『
常
磐
津
節
の
基
礎
的
研
究
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
、
伊
賀

屋
勘
右
衛
門
の
常
磐
津
節
の
正
本
出
版
は
常
磐
津
文
字
太
夫
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
し
、
刊
記
の
住
所
に
よ
っ
て
「
元
浜
町

時
代
」、「
高
砂
町
時
代
」、「
小
舟
町
時
代
」、「
新
和
泉
町
時
代
」、「
大
伝
馬
町
時
代
」、「
神
田
鍋
町
時
代
」、「
神
田
鍛
治
町
時
代
」
に

分
け
て
い
る
。
中
で
も
「
高
砂
町
時
代
」
は
二
世
文
字
太
夫
が
家
元
を
継
い
だ
天
明
七
年
頃
か
ら
寛
政
十
一
年
七
月
に
歿
す
る
ま
で
を
、

「
小
舟
町
時
代
」
は
三
世
文
字
太
夫
が
活
躍
を
し
始
め
た
文
化
七
・
八
年
頃
を
、「
新
和
泉
町
時
代
」
は
四
世
文
字
太
夫
が
前
名
の
小
文
字

太
夫
（
三
世
）
を
襲
名
し
た
文
政
三
年
頃
を
、
指
す
と
し
て
い
る
（
前
掲
論
文
）。
安
田
は
、「
高
砂
町
時
代
」
が
終
わ
り
「
小
舟
町
時
代
」

が
始
ま
る
間
、
す
な
わ
ち
寛
政
十
二
年
か
ら
文
化
六
年
ま
で
の
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
の
動
向
が
知
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し

文
化
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
南
北
の
合
巻
『
敵か

た
き
う
ち
の
り
あ
い
ば
な
し

討
乗
合
咄
』
の
刊
記
に
は
、「
た
か
さ
ご
丁
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
」
と
あ
る
の
で
、
伊
賀
屋
勘

右
衛
門
は
、
高
砂
町
で
合
巻
の
出
版
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

伊
賀
屋
勘
右
衛
門
は
、
寛
政
十
一
年
二
代
目
常
磐
津
文
字
太
夫
の
没
後
、
正
本
の
出
版
が
で
き
な
く
な
る
と
、
正
本
に
代
わ
る
新
し

い
出
版
物
を
探
し
、
当
時
人
気
が
高
か
っ
た
山
東
京
伝
に
目
を
付
け
た
も
の
か
、
京
伝
は
文
化
三
年
『
昔

む
か
し
か
た
り話

稲い
な
づ
ま妻

表び
ょ
う
し紙

』
を
伊
賀
屋
勘

右
衛
門
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。
南
北
は
、こ
の
作
品
を
文
化
六
年
三
月
に
『
浮う

き

世よ

塚づ
か

比ひ
よ
く
の翼

稲い
な
ず
ま妻

』（
市
村
座
）
と
い
う
名
題
で
歌
舞
伎
化
し
、

さ
ら
に
同
年
六
月
に
は
京
伝
の
『
浮う

き

牡ぼ

丹た
ん

全ぜ
ん
で
ん伝

』
の
趣
向
を
取
り
入
れ
て
『
阿お

国く
に

御ご

前ぜ
ん

化け
し
ょ
う
の粧

鏡す
が
た
み』（

森
田
座
）
を
上
演
し
て
い
る
。
京
伝

は
、
山
東
京
山
、
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
、
歌
川
豊
国
と
と
も
に
森
田
座
に
足
を
運
び
、『
阿
国
御
前
化
粧
鏡
』
を
観
劇
し
て
い
る

①
。
南
北
は
、

前
年
の
文
化
五
年
閏
六
月
に
も
京
伝
の
『
安あ

さ
か
ぬ
ま

積
沼
後ご

じ
つ
の日

仇あ
だ
う
ち討

』
の
趣
向
を
取
り
入
れ
『
彩

い
ろ
え

入い
り

御お
と
ぎ
ぞ
う
し

伽
艸
』
を
上
演
し
て
い
る
。
文
化
三
年

頃
の
南
北
は
、
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
と
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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伊
賀
屋
勘
右
衛
門
は
、
文
化
五
年
か
ら
文
化
九
年
ま
で
集
中
的
に
戯
作
を
刊
行
し
て
い
る
が

②
、
経
営
難
に
よ
り

③
文
化
十
年
、
三

馬
の
『
人に

ん
げ
ん
ば
ん
じ
う
そ
ば
つ
か
り

間
万
事
虚
誕
計
』
を
最
後
に
戯
作
か
ら
手
を
引
い
た
。
こ
の
版
元
の
経
営
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
南
北
は
文
化
九
年

『
恋こ

い
に
よ
う
ぼ
う
あ
た
う
ち
す
ご
ろ
く

女
房
讐
討
双
六
』
の
刊
行
後
、
合
巻
の
執
筆
を
止
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
外
的
な
要
因
だ
け
で
は
な
く
、
南
北
自
身
が
合
巻
執
筆
を
必
要
と
し
て
い
た
内
的
な
要
因
も
考
え
ら
れ
る
。

文
化
初
期
の
南
北
は
、
長
い
下
積
み
を
経
て
、
少
し
ず
つ
立
作
者
の
座
に
近
づ
い
て
い
た
と
は
言
え
、
文
化
三
年
に
は
並
木
五
瓶
、
文

化
四
年
十
一
月
か
ら
は
福
森
久
輔
と
同
座
し
て
い
て
、
ま
だ
立
作
者
と
は
言
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
文
化
五
年
に
五
十
三
才
に
な
っ

た
南
北
に
と
っ
て
は
、
立
作
者
の
地
位
確
立
ま
で
の
道
が
遠
く
感
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
時
ち
ょ
う
ど
新
し
い
戯
作
者
を

探
し
て
い
た
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
に
声
を
か
け
ら
れ
た
南
北
は
、
合
巻
の
出
版
に
魅
力
を
感
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
敵か

た
き
う
ち
の
り
あ
い
ば
な
し

討
乗
合
咄
』
と
『
復か

た
き
う
ち
こ
こ
は
た
か
さ
ご

讐
爰
高
砂
』
は
、
南
北
が
後
日
歌
舞
伎
に
仕
組
む
趣
向
を
い
ち
早
く
使
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
郡
司
や
三
浦
の
指
摘
が
あ
っ
た
。『
敵
討
乗
合
咄
』
に
は
、『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
の
お
岩
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
幽
霊
お
岩
が

登
場
す
る
。
但
し
『
敵
討
乗
合
咄
』
の
お
岩
は
、
当
時
幽
霊
役
者
と
し
て
名
高
い
初
世
尾
上
松
助
の
似
顔
絵
で
あ
る
が
、
南
北
ら
し
い

滑
稽
な
幽
霊
に
変
え
ら
れ
て
い
る

④
。『
復
讐
爰
高
砂
』
に
は
、
棺
桶
の
死
人
が
蘇
生
す
る
件
や
地
獄
で
の
盆
踊
り
と
い
う
趣
向
が
見
ら

れ
る
。
滑
稽
な
幽
霊
と
死
人
の
蘇
生
の
趣
向
は
、
南
北
を
語
る
時
に
は
欠
か
せ
な
い
趣
向
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
趣
向
は
、
南
北
の
葬

儀
（
天
保
元
年
一
月
）
で
配
ら
れ
た
刷
り
物
『
寂し

で
の光

門か
ど
ま
つ松

後ご

万ま
ん
ざ
い歳

』
と
、
南
北
の
三
回
忌
（
天
保
二
年
十
一
月
）
に
配
ら
れ
た
「
極
ら

く
の
つ
ら
ね
」
に
も
使
わ
れ
て
い
て
、
南
北
が
も
っ
と
も
好
ん
で
い
た
趣
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

南
北
は
、
三
作
目
の
合
巻
『
恋
女
房
讐
討
双
六
』
を
文
化
九
年
に
刊
行
し
て
い
る
。
前
年
十
一
月
、
そ
れ
ま
で
勝
俵
蔵
と
名
の
っ
て

い
た
南
北
は
、
今
は
亡
き
舅
の
名
跡
鶴
屋
南
北
を
襲
名
し
、
四
代
目
に
な
っ
た
。『
恋
女
房
讐
討
双
六
』
が
既
存
の
作
品
（
吉
田
冠
子
・

三
好
松
洛
合
作
『
恋

こ
い
に
よ
う
ぼ
う

女
房
染そ

め
わ
け分

手た

綱づ
な

』）
の
筋
に
、
幾
つ
か
の
南
北
ら
し
い
趣
向
を
仕
組
ん
だ
と
い
う
点
は
、
前
作
の
『
復
讐
爰
高
砂
』
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と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、『
敵
討
乗
合
咄
』、『
復
讐
爰
高
砂
』、『
恋
女
房
讐
討
双
六
』
の
三
作
品
は
全
て
怪
奇
を
描
き
な
が
ら
も
、
前

の
二
作
は
滑
稽
に
、
こ
の
作
品
で
は
凄
ま
じ
さ
の
方
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
特
に
、
盗
賊
に
殺
さ
れ
て
怨
霊

と
化
し
た
慶
政
は
、
盗
賊
に
幻
覚
を
見
せ
次
々
と
人
を
殺
さ
せ
る
な
ど
、
南
北
の
滑
稽
な
幽
霊
と
い
う
よ
り
は
、
松
助
の
恐
ろ
し
い
怨

霊
に
近
い
。
し
か
も
口
絵
に
は
、木
琴
を
前
に
鷲
塚
官
太
夫
妻
小
笹
と
、そ
の
後
ろ
に
立
つ
座
頭
慶
政
亡
魂
が
描
か
れ
て
い
て
、三
朝
（
初

世
尾
上
松
助
）
述
の
木
琴
か
え
唄
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
木
琴
で
あ
れ
座
頭
で
あ
れ
、
松
助
を
当
て
込
ん
だ
作
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
同
じ
く
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
の
書
き
替
え
狂
言
で
あ
る
『
染そ

め
た
づ
な
た
け
の
は
る
ご
ま

繮
竹
春
駒
』（
文
化
十
一
年
八
月
市
村
座
）
を
書
い
た
際
に
は

怨
霊
が
登
場
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
大
き
な
理
由
は
松
助
の
不
在
で
あ
る
。
当
時
、
松
緑
に
名
を
変
え
て
い
た
松
助
は
、
南
北
と
市
村

座
に
同
座
し
て
、
六
月
の
『
桂

か
つ
ら

川が
わ

縁え
に
し

仇あ
だ
な
み浪

』
に
お
い
て
は
、
い
つ
も
の
怨
霊
役
に
臨
ん
で
い
た
が
、
興
行
中
病
気
に
な
り
、
翌
年
帰
ら

ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
う
。
思
わ
ぬ
松
緑
の
病
気
で
、『
染
繮
竹
春
駒
』
か
ら
怨
霊
慶
政
が
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代

わ
り
に
慶
政
は
、
実
悪
の
名
手
五
世
松
本
幸
四
郎
が
勤
め
、
強
盗
と
殺
人
を
犯
す
悪
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

立
作
者
の
地
位
を
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
南
北
は
、
作
劇
に
お
い
て
趣
向
の
使
い
方
や
世
界
の
選
定
に
制
約
が
多
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
が
、
合
巻
の
執
筆
に
お
い
て
は
、
自
分
好
み
の
趣
向
や
世
界
を
自
由
に
仕
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
折
か
ら
戯
作
と
演
劇
の

交
流
が
活
発
に
な
り
始
め
た
時
期
に
行
わ
れ
た
合
巻
執
筆
の
試
み
は
、
立
作
者
と
し
て
の
仕
事
に
本
格
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
南
北

に
と
っ
て
は
良
い
作
劇
習
練
の
場
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

勝
俵
蔵
の
南
北
は
文
化
八
年
十
一
月
に
鶴
屋
南
北
を
襲
名
し
、
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
は
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
戯
作
の
出
版
か
ら
遠
ざ

か
る
こ
と
に
な
る
。
古
井
戸
秀
夫
は
、「
鶴
屋
南
北
（
一
）」（
前
掲
論
文
）
に
お
い
て
、「
南
北
は
五
十
七
歳
の
時
、一
大
決
意
を
し
て
〈
鶴

屋
南
北
〉
と
い
う
隠
居
名
を
名
乗
り
、
以
後
、
三
笑
・
桜
田
に
な
ら
い
、
作
者
連
名
の
別
座
に
な
お
る
よ
う
に
な
る
」
と
し
、「
鶴
屋
南
北
」

と
い
う
名
を
隠
居
名
と
し
て
捉
え
て
い
る
。『
敵
討
乗
合
咄
』を
執
筆
し
て
か
ら
わ
ず
か
三
、四
年
余
り
で
南
北
の
立
場
は
大
き
く
変
わ
り
、
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江
戸
歌
舞
伎
の
作
者
の
元
老
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
南
北
は
、
高
砂
か
ら
亀
井
戸
に
住
ま
い
を
移
し
、
も
は
や
高
砂
に

ち
な
ん
で
名
付
け
た
姥
尉
輔
と
い
う
名
と
の
ゆ
か
り
も
薄
く
な
る
。「
鶴
屋
南
北
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
南
北
は
、
自
然
と
合
巻
執
筆
か

ら
離
れ
て
し
ま
い
、
姥
尉
輔
の
合
巻
も
再
版
を
除
い
て
は
跡
を
絶
つ
こ
と
に
な
る
。

二
　
亀
東
と
亀
岳

亀
東
が
誰
な
の
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
直
江
屋
重
兵
衛
説
と
南
北
孫
太
郎
説
の
二
説
に
分
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
木
村
默
老

著
『
戯
作
者
考
補
遺
』
の
鶴
屋
南
北
の
説
明
に
見
え
る
「
草
ぞ
う
し
の
著
述
は
男
重
兵
衛
又
は
孫
太
郎
が
綴
れ
る
を
南
北
の
名
に
て
刊

行
せ
し
と
云
々
」
と
い
う
記
述
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
三
浦
広
子
は
、
亀
東
の
作
品
が
文
政
五
年
か
ら
文
政
八
年
ま
で
続
い
て
い

た
こ
と
に
注
目
し
、「
孫
太
郎
が
南
北
の
下
に
い
た
期
間
に
、
亀
東
の
合
巻
は
全
て
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
」（
前
掲
論
文
）
と
述
べ
、

孫
太
郎
が
狂
言
作
者
に
な
る
た
め
の
修
行
期
間
に
合
巻
が
書
か
れ
た
と
し
て
い
る
。
孫
太
郎
が
役
者
を
廃
業
し
、
狂
言
方
に
な
る
の
は

文
政
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
古
井
戸
の
前
掲
論
文
）。
作
者
亀
東
名
義
の
合
巻
の
特
徴
は
、【
表
１
】
の
備
考
に
も
記
し
た
よ
う
に
、

⑥
『
曾そ

我が

祭ま
つ
り

東あ
づ
ま
か
が
み

鑑
』
以
外
は
舞
台
書
き
に
な
っ
て
お
り
、
形
式
に
お
い
て
台
帳
と
あ
ま
り
変
わ
り
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
④

『
昔む

か
し
も
よ
う
か
ぶ
き
の

模
様
戯
場
雛ひ

な
が
た形

』
と
⑤
『
当と

う
せ
い
ぞ
め
か
ぶ
き
の
ひ
な
が
た

世
染
戯
場
雛
形
』
は
、
清
玄
桜
姫
・
加
賀
見
山
・
先
代
萩
・
権
八
小
紫
・
夕
霧
伊
左
衛
門
・
助
六
・

累
与
右
衛
門
の
七
つ
の
世
界
が
綯
い
交
ぜ
に
さ
れ
、
当
時
作
劇
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
世
界
を
利
用
し
、
作
劇
の
練
習
が
で
き
る
よ
う

に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
直
江
屋
重
兵
衛
は
、
文
化
年
間
か
ら
団
十
郎
や
菊
五
郎
の
代
作
者
を
勤
め
て
お
り
、
南
北
の
劇
作
に
も
大
き
く

関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
ほ
ど
な
の
で
、
一
人
前
の
作
者
と
し
て
の
実
力
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
は
狂
言
作
者
と
し
て
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
と
す
る
孫
太
郎
が
、
南
北
の
指
導
を
受
け
作
劇
の
練
習
と
し
て
亀
東
名
義
の
合
巻
を
書
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
舞
台
書
き
の
形
式
で
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
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南
北
に
は
、
孫
太
郎
の
他
に
亀
岳
と
い
う
孫
も
い
た
。
文
化
十
一
年
に
生
ま
れ
た
亀
岳
は
、
文
政
五
年
頃
に
南
北
家
の
養
子
に
迎
え

ら
れ
、
松
本
交
山
に
絵
を
習
い
、
南
北
没
後
に
は
松
本
交
山
の
養
子
に
な
り
、
文
久
二
年
、
四
十
九
才
で
没
し
た
（
古
井
戸
秀
夫
「
勝

田
亀
岳
」『
論
集
近
世
文
学
２　

歌
舞
伎
』
勉
誠
社
、
一
九
九
一
年
）

南
北
の
合
巻
に
は
、
そ
の
亀
岳
の
絵
の
写
し
が
挿
絵
の
屏
風
や
衝
立
、
表
紙
の
扉
に
描
か
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
南
北
の
合
巻
か

ら
確
認
で
き
る
亀
岳
の
絵
の
写
し
は
、【
図
１
】
か
ら
【
図
10
】

⑤
ま
で
で
、
そ
の
写
し
に
は
「
九
童
亀
岳
写
」、「
十
童
亀
岳
写
」、「
亀

岳
写
」
な
ど
の
よ
う
に
、
亀
岳
の
署
名
と
年
齢
、
あ
る
い
は
亀
岳
の
署
名
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
古
井
戸
は
、
前
掲
論
文
に
お
い
て
「
そ

の
一
つ
一
つ
に
年
齢
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
年
齢
が
そ
の
時
の
亀
岳
の
年
齢
を
そ
の
ま
ま
あ
ら
わ
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
」
と
し
た
上
で
、「
わ
ず
か
九
歳
の
、あ
る
い
は
十
歳
か
十
一
歳
の
少
年
が
、本
絵
を
こ
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
、

こ
の
少
年
を
取
り
囲
む
家
族
の
自
慢
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
亀
岳
の
絵
の
写
し
は
、
文
政
七
年
か
ら
同
十
一
年
ま

で
刊
行
さ
れ
た
南
北
の
合
巻
か
ら
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
亀
岳
の
年
齢
が
写
し
絵
に
見
え
る
九
才
か
ら
十
一
才
で
あ
っ
た
文
政
五
年
か

ら
同
七
年
ま
で
の
時
期
は
、
亀
東
名
義
の
合
巻
の
刊
行
時
期
と
重
な
る
。

文
化
九
年
以
後
、
合
巻
の
刊
行
を
休
止
し
て
い
た
南
北
が
、
亀
東
の
名
義
で
合
巻
の
出
版
を
再
開
し
た
の
は
文
政
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
前
年
の
文
政
四
年
五
月
、
孫
太
郎
は
狂
言
方
に
な
り
、
作
者
連
盟
に
名
を
載
せ
て
い
る
。
文
化
年
間
の
合
巻
の
執
筆
で
作
劇
の
練

習
を
し
た
南
北
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
孫
太
郎
の
作
者
修
行
の
方
法
と
し
て
合
巻
を
思
い
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
爰
に
素
人
の
戯
作
者

一
人
、
何
が
な
綴
り
見
ま
ほ
し
く
、
師
匠
の
机
の
片
隅
に
、
書
散
し
た
る
狂
言
の
、
反
古
を
集
て
切き

り
つ
ぎ継

の
、
文
で
仕
上
げ
し
」
と
い
う
『
昔

模
様
戯
場
雛
形
』
の
序
文
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
南
北
は
、
予
め
構
想
し
て
お
い
た
芝
居
の
メ
モ
を
、
孫
太
郎
に
脚
色
さ
せ
合
巻
化

し
た
の
で
あ
る
。『
昔
模
様
戯
場
雛
形
』
が
刊
行
さ
れ
る
一
年
前
の
文
政
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ち
ょ
う
ど
南
北
が
亀
岳
を
嫡
孫

と
し
て
縁
組
み
を
し
た
の
も
、
文
政
四
年
頃
で
あ
っ
た
。
南
北
は
、『
昔
模
様
戯
場
雛
形
』
と
、
そ
の
続
編
『
当
世
染
戯
場
雛
形
』
の
絵
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師
で
あ
る
国
貞
に
、
絵
描
き
と
し
て
才
能
を
見
せ
て
い
た
亀
岳
の
絵
を
合
巻
の
挿
絵
に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
頼
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
南
北
が
特
に
国
貞
に
依
頼
し
た
こ
と
は
、
初
世
豊
国
が
挿
絵
を
担
当
し
た
『
成
田
山
御
手
綱
五
郎
』
に
は
亀
岳
の
写
し
絵
が
見

え
な
い
こ
と
と
、
国
貞
の
『
三さ

ん
ご
く国

白び
や
く
こ
で
ん

狐
伝
』（
市
川
三
升
作
、
五
柳
亭
徳
升
代
作
、
文
政
七
年
刊
）
の
挿
絵
に
亀
岳
の
絵
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
も
窺
わ
れ
る
。
亀
岳
の
幼
少
の
様
子
は
、「
幼
よ
り
画
を
よ
く
す
。
向
島
料
理
屋
武
蔵
屋
権
三
が
子
な
り
と
香
蝶
楼
物
語
ぬ
」（
岩

本
活
東
子
『
戯
作
者
小
伝
』）
と
い
う
、
国
貞
の
回
想
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

亀
岳
の
署
名
は
、
最
初
は
「
○
童
亀
岳
」
と
い
う
よ
う
に
年
齢
を
表
し
て
い
た
が
、
文
政
十
年
の
【
図
４
】
か
ら
は
「
○
童
」
と
い

う
冠
を
取
り
、「
亀
岳
写
」
あ
る
い
は
「
亀
岳
」
に
な
る

⑥
。
文
政
九
年
で
十
三
才
に
な
っ
た
亀
岳
は
、
も
う
元
服
を
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
絵
が
上
手
な
幼
童
か
ら
元
服
し
絵
師
に
な
っ
た
亀
岳
を
祝
う
よ
う
に
『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』
の
各
巻
の
見
返
し
は
、
亀
岳
の
絵

に
よ
る
色
紙
に
な
っ
て
い
る
。
亀
岳
の
後
見
で
あ
っ
た
南
北
が
文
政
十
二
年
十
一
月
に
没
す
る
と
、
天
保
元
年
に
出
さ
れ
た
『
昔
仝
今

物
語
』
を
最
後
に
、
亀
岳
の
絵
は
、
南
北
関
係
の
合
巻
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
天
保
元
年
十
二
月
に
は
養
父
の
直
江
屋
重
兵
衛
ま

で
も
死
ん
で
し
ま
い
、
亀
岳
は
松
本
交
山
の
養
子
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

文
政
年
間
に
亀
東
・
鶴
屋
南
北
の
名
前
で
合
巻
の
刊
行
に
関
わ
っ
た
南
北
の
周
辺
に
は
、い
つ
も
二
人
の
孫
の
姿
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
但
南
北
と
い
ふ
名
は
お
の
れ
一
代
な
の
り
で
な
き
あ
と
に
て
人
に
ゆ
づ
り
あ
た
へ
ず
と
な
り
」（『
戯
作
者
小
伝
』
前
掲
書
）
と
い
う
碑

文
の
よ
う
に
、
鶴
屋
南
北
と
い
う
名
前
の
継
承
に
慎
重
な
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
た
南
北
が
、「
鶴
屋
南
北
」
と
い
う
名
を
前
面
に
出
し
た

か
ら
に
は
、
合
巻
の
刊
行
を
再
開
し
た
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
狂
言
作
者
と
し
て
再
出
発
し
よ
う
と
す

る
孫
太
郎
と
、
絵
師
と
し
て
可
能
性
を
見
せ
て
い
た
亀
岳
の
、
二
人
の
孫
の
た
め
に
下
し
た
決
断
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
顔
見
世
の
趣

向
を
九
月
舞
納
に
富
に
突
て
見
物
に
見
せ
、
春
き
や
う
げ
ん
の
大
旨
を
吹
聴
す
る
類
ひ
、
毎
年
此
の
（
文
政
七
年
十
二
月
に
配
ら
れ
た

宣
伝
用
の
引
札
…
片
注
）
如
く
、
其
妙
手
新
作
か
ぞ
ふ
る
に
暇
あ
ら
ず
」（
石
塚
豊
芥
子
編
『
花
江
都
歌
舞
妓
年
代
記
続
編
』）
と
言
わ
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れ
る
ほ
ど
、
宣
伝
の
鬼
才
で
あ
っ
た
南
北
の
こ
と
と
て
、
孫
太
郎
の
作
者
修
行
と
絵
師
亀
岳
の
お
披
露
目
に
、
当
時
流
行
の
合
巻
を
利

用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
　『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』
と
『
怪
談
鳴
見
絞
』

南
北
晩
年
の
文
政
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』
の
冒
頭
に
は
、
三
世
尾
上
菊
五
郎
が
大
坂
か
ら
送
っ
た
と
い
う
手

紙
が
写
さ
れ
て
い
る
。

か
ね
〴
〵
本
文
に
申
上
候
、
岩
倉
怪
談
之
事
、
宗
匠
五
運
よ
り
く
わ
し
く
承
り
候
間
、
早
速
書
面
に
申
上
候
。
尚
愚
拙
義
、
及
ば

ず
な
が
ら
工
夫
い
た
し
置
候
儀
も
御
座
候
得
ば
、
帰
宅
次
第
、
委
細
貴
面
申
上
、
ま
づ
は
そ
の
御
地
弘
め
之
義
、
よ
ろ
し
く
御
取

斗
可
被
下
候
。
何
分
各
様
が
た
御
評
判
之
程
、
偏
奉
願
上
候
、
以
上
。　

菊
月
十
一
日　
　
　

尾
上
梅
幸
／
鶴
屋
南
北
様
／
人
々

御
中

菊
五
郎
は
、
文
政
八
年
七
月
中
村
座
で
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
を
、
同
年
九
月
河
原
崎
座
で
『
菅す

が
わ
ら原

利り
し
よ
う生

好の
と
び文

梅う
め

』
を
、
お
名
残
狂
言

と
し
て
上
演
し
た
後
大
坂
に
上
り
、文
政
九
年
十
一
月
の
顔
見
世
狂
言
で
江
戸
中
村
座
に
復
帰
し
て
い
る
。
右
の
手
紙
の
「
菊
月
十
一
日
」

と
い
う
日
付
は
、
菊
五
郎
が
大
坂
に
到
着
し
た
の
が
文
政
八
年
十
一
月
八
日
と
さ
れ
る
の
で

⑦
、
文
政
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
手
紙

の
写
し
は
、
南
北
が
菊
五
郎
か
ら
聞
い
た
話
を
合
巻
に
認
め
た
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
手
紙
の
内
容
を
鵜
呑
み
に
す

る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
ま
ず
、
菊
五
郎
は
、
文
化
十
一
年
『
扇

お
う
ぎ

々〳
〵

爰か

書き

初ぞ
め

』
を
始
め
数
種
の
合
巻
を
出
し
て
い
て
、

文
政
九
年
に
も
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
の
正
本
写
し
合
巻
『
東
街
道
中
／
門
出
之
魁　

四
ツ
家
怪
談
』
を
出
し
て
い
る
。
な
ぜ
菊
五
郎
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は
、「
岩
倉
怪
談
之
事
」
を
自
分
の
名
義
で
合
巻
に
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
菊
五
郎
の
合
巻
の
代
作
を
行
っ

て
い
た
花
笠
魯
助
（
文
京
）
の
不
在
が
考
え
ら
れ
る
。『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』
の
口
絵
に
は
、「
尾
上
菊
五
郎
大
坂
の
貸
座
鋪
に
宗
匠
五

運
岩
倉
萬
之
丞
の
怪
談
を
委つ

ぶ
さ

に
物
語
の
図
」
と
あ
り
、
幽
霊
の
真
似
を
す
る
五
運
を
囲
ん
で
、
菊
五
郎
、
三
世
尾
上
松
助
、
尾
上
栄
次
郎
、

松
本
錦
吾
、
花
笠
魯
助
が
座
る
様
が
画
か
れ
て
い
る
。
花
笠
魯
助
は
、
菊
五
郎
が
上
坂
の
際
に
歌
舞
伎
作
者
と
し
て
同
行
し
て
い
た
。『
東

海
道
四
谷
怪
談
』
を
大
坂
で
再
演
し
た
時
の
番
付
に
は
、
二
枚
目
作
者
と
し
て
名
が
見
え
る
。
木
越
俊
介
が
「“
代
作
屋
代
作
”
花
笠
文

京
の
執
筆
活
動
に
つ
い
て
」（『
近
世
文
芸
』
六
十
九
号
、
一
九
九
九
年
一
月
）
に
お
い
て
紹
介
し
た
『
渡
世
肝
要
記
』
三
編
下
巻
に
は
、

花
笠
魯
助
の
老
年
の
回
想
が
載
っ
て
い
る
。

梅
幸
が
上
方
登
り
に
さ
そ
わ
れ
て
家
業
仕
な
が
ら
知
ぬ
所
を
見
て
来
る
が
一
徳
と
、
俄
に
大
坂
へ
至
り
し
に
、
見
る
事
聞
物
珍
し

く
道
頓
堀
の
芝
居
は
更
な
り
、
北
の
新
地
堀
江
を
も
勤
め
盆
替
り
は
京
都
四
条
の
北
側
と
打
廻
し
た
る
に
、
江
戸
に
生
れ
た
る
有

難
さ
は
他
国
へ
出
る
と
下
へ
は
お
か
ず
や
れ
是
と
取
は
や
さ
れ
て
、
一
二
年
は
い
つ
の
間
に
立
た
や
ら
お
ぼ
へ
ず
。
新
町
九
軒
の

桜
島
の
内
の
芸
子
建
と
彼
地
の
名
物
尽
さ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
浪
華
に
在
る
事
六
七
年
、
過
ぎ
し
巳
の
冬
琉
球
の
来
聘
使
の
後
に

附
て
江
戸
へ
帰
れ
ば

魯
助
は
、
菊
五
郎
に
誘
わ
れ
「
俄
に
」
大
坂
へ
上
り
、
思
い
の
外
も
て
は
や
さ
れ
る
。
結
果
的
に
は
、
菊
五
郎
が
江
戸
に
帰
っ
た
後

も
大
坂
に
居
続
け
、
魯
助
が
江
戸
に
戻
っ
た
の
は
天
保
三
年
と
さ
れ
る
。
思
わ
ぬ
魯
助
の
大
坂
滞
在
は
、
菊
五
郎
の
合
巻
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
。
花
笠
魯
助
の
菊
五
郎
の
代
作
は
、
文
政
十
一
年
刊
『
暁
星
五
郎
／
近
藤
篤
次　

繍ぬ
い
も
よ
う
つ
い
の
し
ら
な
み

絵
双
白
澐
』
の
初
編
が
最
後

で
あ
る
。
菊
五
郎
が
五
運
か
ら
岩
倉
万
之
丞
の
話
を
聞
き
、
そ
れ
を
南
北
に
手
紙
で
伝
え
た
の
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
五
運
と
一
緒
に
話
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を
聞
い
た
菊
五
郎
の
代
作
者
花
笠
魯
助
の
不
在
は
、
菊
五
郎
名
義
の
合
巻
が
出
版
に
は
至
ら
な
か
っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
の
疑
問
は
、
そ
も
そ
も
手
紙
が
虚
構
で
あ
る
可
能
性
で
あ
る
。
菊
五
郎
は
、
五
運
か
ら
話
を
聞
い
て
直
ぐ
さ
ま
そ
れ
を
書

き
留
め
、
南
北
に
送
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
江
戸
に
そ
の
話
を
広
め
る
た
め
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
合
巻
で
は
な

く
歌
舞
伎
を
通
し
て
で
あ
る
。
仕
掛
け
な
ど
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
菊
五
郎
の
目
論
見
は
、「
及
ば
ず
な
が
ら
工
夫
い
た
し
置
候
」
と
し

た
文
面
に
も
表
れ
て
い
る
。
し
か
し
菊
五
郎
が
江
戸
に
戻
っ
て
南
北
と
一
緒
に
出
し
た
夏
狂
言
は
、『
独ひ

と
り
た
び
ご
じ
ゅ
う
さ
ん
つ
ぎ

道
中
五
十
三
駅
』（
文
政
十
年

閏
六
月
、
河
原
崎
座
）
で
あ
り
、
九
月
に
は
再
び
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』（
中
村
座
）
を
出
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』
は
、「〈
四
谷
怪
談
〉
の
大
当
り
に
あ
や
か
っ
た
模
倣
作
」（
三
浦
前
掲
論
文
）
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
、

『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
と
相
似
た
趣
向
で
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
お
北
が
髪
を
梳
く
と
髪
が
抜
け
落
ち
た
り
、
万
之
丞
の
顔
が
醜

く
変
わ
っ
た
り
す
る
趣
向
で
あ
る
。
南
北
も
、
そ
れ
に
は
気
を
遣
っ
て
「
こ
の
お
北
が
趣
は
、
先
年
尾
上
松
緑
、
森
田
座
に
て
こ
の
所

の
模
様
を
阿
国
御
前
に
て
い
た
し
、
そ
の
噂
高
く
、
そ
の
後
、
梅
幸
数
度
ま
で
致
し
、
評
判
よ
ろ
し
く
、
お
北
が
嫉
妬
を
聞
書
き
に
致

せ
し
と
の
噂
な
り
」
と
断
っ
て
い
る
。「
先
年
尾
上
松
緑
、
森
田
座
に
て
こ
の
と
こ
ろ
の
模
様
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
南
北
作
『
阿お

国く
に

御ご

前ぜ
ん

化け
し
ょ
う
の粧

鏡す
が
た
み』（

文
化
六
年
六
月
）
で
あ
る
。
そ
し
て
「
梅
幸
数
度
ま
で
致
し
」
は
、
菊
五
郎
の
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
い
ず
れ
も
南
北
本
人
の
手
に
よ
る
作
品
で
あ
る
が
、
松
緑
云
々
と
い
う
箇
所
に
は
、
尾
上
家
を
意
識
す
る
南
北
の
姿
が
見
て
取
れ
る
。

南
北
の
意
識
は
、
冒
頭
の
菊
五
郎
の
虚
構
の
手
紙
と
い
う
形
で
表
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
述
の
よ
う
に
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
の
模
倣
作
と
い
う
評
価
が
あ
る
『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』
で
あ
る
。
但
し
『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』

の
内
容
や
描
写
は
、実
録
体
小
説
『
四
谷
雑
談
』
と
唐
来
山
人
の
黄
表
紙
『
模
文
画
今
怪
談
』、馬
琴
の
読
本
『
常
世
物
語
』（
文
化
二
年
刊
）

に
近
く
、
菊
五
郎
の
お
家
芸
を
強
く
念
頭
に
置
き
つ
つ
書
か
れ
た
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
と
は
区
別
さ
れ
る
。
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そ
れ
よ
り
お
北
は
狂
気
の
ご
と
く
、
よ
ろ
め
き
歩
き
て
は
、
た
ゞ
口
癖
の
よ
ふ
に
、
折
合
せ
し
又
介
は
、
狂
気
せ
し
と
見
て
、
抱

き
留
む
る
と
い
へ
ど
も
、
常
に
変
り
て
お
北
は
大
力
に
な
り
て
、
又
介
を
投
げ
退
け
、「
北
国
の
方
は
い
づ
く
〳
〵
」
と
ば
か
り
罵

り
わ
め
く
ゆ
く
、
辺
り
の
男
女
こ
れ
を
留
む
る
と
謂
へ
ど
も
、
仲
々
手
に
合
は
ず
し
て
、「
越
後
の
方
は
い
づ
く
、
い
づ
れ
」
と
、

罵
り
〳
〵
家
出
し
て
、
再
び
家
に
帰
ら
ず
、
い
づ
く
へ
行
き
し
か
、
そ
れ
な
り
に
行
き
方
知
れ
ず
、
ふ
び
ん
と
や
言
わ
ん
、
恐
ろ

し
か
り
け
る
事
ど
も
な
り
。

お
北
は
、
地
方
興
行
中
病
死
し
て
し
ま
っ
た
と
思
っ
て
い
た
夫
の
万
之
丞
が
、
興
行
先
で
大
名
の
血
筋
と
偽
り
、
侍
の
聟
に
な
っ
て

い
る
、
と
鬘
付
け
の
権
七
か
ら
聞
い
て
嫉
妬
で
狂
い
出
す
。
阻
止
す
る
周
り
の
人
々
を
振
り
切
っ
て
、
万
之
丞
が
い
る
越
後
を
指
し
て

行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
お
北
の
姿
は
、嫉
妬
で
発
狂
し
伊
右
衛
門
の
住
む
所
を
指
し
て
走
り
行
き
、 

行
方
を
眩
ま
し
た『
四
谷
雑
談
』、

『
模
文
面
今
怪
談
』
の
お
岩
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
万
之
丞
の
新
妻
お
高
が
、
巷
説
に
な
っ
て
い
た
「
囲
炉
裏
の
火
」
の
見
物
に
出
て
、

火
傷
し
て
面
体
が
崩
れ
る
件
は
、
狭
霧
が
噂
の
殺
生
石
を
見
に
行
っ
て
、
殺
生
石
に
祟
ら
れ
醜
く
変
わ
る
馬
琴
の
『
常
世
物
語
』
の
趣

向
を
利
用
し
て
い
る
。

一
方
『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』
の
後
編
『
怪
談
鳴
見
絞
』
は
、前
編
の
女
の
怨
霊
を
男
の
怨
霊
に
替
え
た
の
が
一
番
大
き
い
趣
向
で
あ
る
。

お
才
は
、
赤
城
多
聞
家
中
香
川
嘉
一
の
妻
で
あ
る
が
、
夫
の
留
守
中
役
者
鳴
見
四
郎
太
郎
と
い
い
仲
に
な
り
、
二
人
で
駆
け
落
ち
す
る
。

お
才
は
、
嘉
一
と
の
間
に
友
次
郞
と
い
う
子
ま
で
い
た
が
、
さ
ら
に
駆
け
落
ち
の
時
に
は
、
四
郎
太
郎
と
の
間
に
子
が
で
き
て
い
た
。

残
さ
れ
た
嘉
一
と
友
次
郞
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
艱
難
の
末
、
橋
か
ら
飛
び
降
り
て
自
殺
し
、
怨
霊
に
な
っ
て
お
才
と
四
郎
太
郎
を
苦
し
め
る
。

お
才
が
生
み
し
小
児
、
頭つ

む
り

へ
胎
毒
出
で
き
て
、
日
夜
せ
わ
り
け
る
が
、
日
に
増
し
頭
腫
れ
あ
が
り
、
の
ち
〳
〵
は
で
き
も
の
ふ
つ
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切
り
し
穴
よ
り
、
み
め
ず
の
如
き
小
蛇
、
あ
ま
た
出
で
て
、
お
才
が
乳
の
周
り
を
、
糸
の
如
き
舌
に
て
嘗
め
ま
は
し
、
見
る
も
恐

ろ
し
く

お
才
は
、
四
郎
太
郎
の
子
を
産
む
が
、
そ
の
頭
に
は
胎
毒
に
よ
る
瘤
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
小
蛇
が
出
て
来
る
。
こ
の
グ
ロ

テ
ス
ク
な
場
面
は
、
次
に
引
く
『
常
世
物
語
』
の
一
節
に
類
似
す
る
。

白
き
む
し
い
く
つ
と
も
な
く
わ
き
出い

で

て
（
略
）
そ
の
虫
一
つ
衣え

襟り

に
跋は

ひ

の
ぼ
り
て
、
項う

な
じ

の
あ
た
り
を
蠆さ

し

け
る
が
、
忽た

ち
ま
ち地

毬ま
り

の
ご
と

く
腫は

れ

出
て
、
癬か

け

き
こ
と
堪た

へ

が
た
け
れ
（
略
）
掻か

く

に
し
た
が
ひ
て
、
腫し

ゆ
も
つ物

の
頭

か
し
ら

赤あ
か

く
漬つ

い
へ、

膿の
う
す
い水

少
し
づ
つ
出
る
や
う
な
り
し
が
、
や

う
や
く
指
を
入
る
べ
き
程
の
孔
出い

で
き来

て
、
孔
の
内
に
物
あ
る
ご
と
く
お
ぼ
え
し
か
ば
、
み
づ
か
ら
鏡
を
照
ら
し
て
こ
れ
を
見
る
に
、

瘡か
さ

の
口
よ
り
そ
の
色い

ろ

薄う
す

紅く
れ
な
いの

小こ

蛇へ
び

そ
と
頭か

し
ら

を
出
し
け
れ
ば
、
源
藤
太
鏡
を
撲は

地た

と
投な

げ

す
て
、
大
に
叫
び
て
倒
れ
し
が
、
是
よ
り
心し

ん

膈か
く

繚
り
や
う
ら
ん

乱
し
顔

が
ん
し
よ
く
た
ち
ま
ち
や
せ
か
れ
も
だ
え
く
る
し
む

色
忽
地
枯
槁
煩
悶
こ
と
甚
し
。（
略
）
四
五
日
の
後
、
彼か

の
へ
び蛇

や
ゝ
大
き
や
か
に
な
り
て
、
半
身
瘡
の
口
よ
り
跋は

ひ

出
、

紅く
れ
な
いの

舌
を
閃

ひ
ら
め
かし

て
、
源
藤
太
が
顔
を
舐ね

ぶ

る
こ
と
し
ば
〳
〵
な
れ
ば
（
略
）
そ
の
舐ね

ぶ

ら
る
ゝ
所
悉
く
瘡
と
成
て
、
目
鼻
腫は

れ

ふ
た
が
り
、

流な
が
れ
い
づ出

る
膿う

み

血ち

を
ば
彼
蛇
出
て
こ
れ
を
嘗な

む

（
略
）

佐
野
源
藤
太
常
景
は
、
醜
く
な
っ
た
妻
の
狭
霧
を
不
義
者
に
仕
立
て
て
殺
し
た
結
果
、
狭
霧
の
怨
霊
に
悩
ま
さ
れ
る
。
祟
り
の
内
実

と
は
、
虫
に
刺
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
瘡
に
な
り
、
さ
ら
に
徐
々
に
腫
れ
上
が
っ
た
腫
物
の
内
に
は
蛇
が
居
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
高
田

衛
が
、『
常
世
物
語
』
に
お
け
る
「
も
っ
と
も
恐
る
べ
き
情
景
」（「
稗
史
家
た
ち
の
蛇
」『
人
文
学
報
』
百
三
十
二
号
、
一
九
七
九
年
三
月
）

と
し
た
右
の
場
面
は
、
祟
り
の
対
象
が
不
義
の
相
手
か
ら
子
供
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
『
怪
談
鳴
見
絞
』
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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南
北
が
、『
四
谷
雑
談
』や『
常
世
物
語
』『
霜
夜
星
』な
ど
の
影
響
で
、合
巻『
敵
討
乗
合
咄
』を
刊
行
し
た
の
は
文
化
五
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
文
政
八
年
、『
四
谷
雑
談
』
を
利
用
し
て
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
を
上
演
す
る
。『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
は
、『
四
谷
雑
談
』

の
基
本
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
利
用
し
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
も
菊
五
郎
の
た
め
に
書
か
れ
た
芝
居
で
あ
っ
た
の
で
、
南
北
と
松
助
・
菊

五
郎
が
作
り
出
し
た
『
彩
入
御
伽
艸
』『
阿
国
御
前
化
粧
鏡
』『
法け

さ
か
け懸

松ま
つ

成な
り
た
の田

利り

剣け
ん

』『
謎な

ぞ
の
お
び帯

一ち
よ
つ
と寸

徳と
く

兵べ

衛え

』
な
ど
の
趣
向
が
使
わ
れ
て
い
る
。

完
成
さ
れ
た
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
は
、
尾
上
家
の
お
家
芸
に
な
り
、
合
巻
ま
で
も
菊
五
郎
の
名
前
で
出
さ
れ
た
こ
と
は
先
述
の
通
り

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
現
実
の
中
で
南
北
は
、
尾
上
家
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、『
四
谷
雑
談
』
の
世
界
を
利
用
し
た
「
鶴
屋
南
北
」
の
怪

談
を
作
ろ
う
と
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る

⑧
。

お
わ
り
に 

以
上
南
北
が
合
巻
を
書
い
た
理
由
を
、
当
時
の
出
版
情
勢
と
南
北
の
動
向
を
基
に
推
察
し
た
。

南
北
の
初
期
の
合
巻
は
、
新
し
い
戯
作
者
を
探
し
て
い
た
版
元
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
の
要
求
と
い
う
外
的
な
要
因
と
、
自
由
に
自
分
ら

し
い
趣
向
を
仕
組
み
作
品
を
書
き
た
い
と
い
う
南
北
の
内
的
な
要
因
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
処
女
作
の
『
敵
討
乗

合
咄
』
と
『
復
讐
爰
高
砂
』
は
、
南
北
を
代
表
す
る
趣
向
が
数
多
く
使
わ
れ
て
い
て
、
も
っ
と
も
南
北
ら
し
い
合
巻
と
言
え
る
。
こ
の

時
期
の
南
北
は
、
以
後
繰
り
返
し
使
う
こ
と
に
な
る
趣
向
を
合
巻
で
試
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

文
政
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
亀
東
名
義
を
含
め
た
南
北
の
合
巻
に
は
、
孫
太
郎
と
亀
岳
と
い
う
二
人
の
孫
へ
の
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
。

南
北
は
、
狂
言
作
者
に
な
っ
た
ば
か
り
の
孫
太
郎
の
た
め
に
は
作
劇
の
練
習
の
機
会
を
、
絵
師
と
し
て
の
素
質
を
見
せ
て
い
た
亀
岳
の

た
め
に
は
絵
画
の
発
表
の
機
会
を
、
そ
れ
ぞ
れ
設
け
る
た
め
、
し
ば
ら
く
休
止
し
て
い
た
合
巻
の
刊
行
を
決
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

晩
年
の
二
つ
の
作
品
、『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』
と
『
怪
談
鳴
見
絞
』
に
は
、
自
身
の
大
当
た
り
を
取
っ
た
作
品
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
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を
意
識
し
な
が
ら
も
、
同
作
か
ら
菊
五
郎
と
い
う
役
者
の
色
を
薄
め
、
自
分
自
身
の
色
を
出
そ
う
と
し
た
南
北
の
意
図
を
見
て
と
る
こ

と
が
で
き
る
。 

渥
美
清
太
郎
は
、「
鶴
屋
南
北
」（『
岩
波
講
座　

日
本
文
学
』、
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
年
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
南
北
劇
」
と
か
「
南
北
物
」
と
か
い
ふ
名
称
が
行
は
れ
始
め
た
の
は
極
め
て
新
し
い
事
で
あ
ら
う
。「
三
田
文
学
」
の
「
世
話
狂

言
の
研
究
」
で
一
二
作
が
批
判
さ
れ
、
明
治
座
で
左
団
次
が
『
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
』
を
演
じ
て
か
ら
、
急
に
今
更
ら
し
く
喧
伝
さ

れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
が
南
北
の
作
で
あ
る
事
す
ら
碌
に
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

南
北
の
代
表
作
で
あ
る
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
す
ら
も
、
明
治
・
大
正
の
人
々
に
は
南
北
の
作
品
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
は
、
台
帳
が
出
版
さ
れ
な
い
上
、
作
劇
に
お
い
て
も
役
者
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
歌
舞
伎
の
宿
命
と
も
言
え
る
。
南
北
は
、
絵

師
と
作
者
の
名
前
が
表
紙
に
は
っ
き
り
刷
り
出
さ
れ
る
合
巻
を
、
複
雑
な
気
持
ち
で
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
作
者
棚
お
ろ
し
』
の
記
事
に
よ
り
、
文
盲
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
南
北
で
あ
る
。『
戯
作
者
考
補
遺
』
に
も
、「
ふ
み
よ
む
こ
と
を

き
ら
ひ
て
文
盲
な
り
と
言
ひ
て
自
ら
ほ
こ
る
こ
と
な
し
」
と
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
南
北
は
、
江
戸
に
お
い
て
合
巻
の
趣
向
を
い

ち
早
く
歌
舞
伎
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
同
時
代
の
狂
言
作
者
の
誰
よ
り
も
、
読
み
物
と
歌
舞
伎
の
交
流
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
南
北
の

遺
稿
『
吹
寄
草
紙
』
に
は
、
怪
異
に
関
わ
る
事
柄
だ
け
で
は
な
く
、「
江
戸
町
奉
行
目
録
」
や
「
町
年
寄
先
祖
の
由
緒
」、「
延
宝
年
中
之

御
触
」「
寛
延
年
中
之
沽マ

 
マ挙

」
の
よ
う
な
歴
史
や
地
誌
に
関
わ
る
内
容
も
収
め
ら
れ
て
い
て
、
文
盲
と
い
う
言
い
方
は
相
応
し
く
な
い
。

歌
舞
伎
作
者
と
し
て
の
み
評
価
さ
れ
て
き
た
南
北
で
あ
る
が
、
合
巻
作
者
と
し
て
の
特
質
も
、
さ
ら
に
評
価
し
て
ゆ
く
視
点
が
必
要
だ

と
思
わ
れ
る
。
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【
図
１
】『
曾
我
祭
東
鑑
』

（
文
政
七
年
）「
九
童
亀
岳
写
」

【
図
４
】『
い
ろ
は
演
義
』

（
文
政
十
年
）「
亀
岳
写
」

【
図
２
】『
四
十
七
手
本
裏
張
』

（
文
政
九
年
）「
十
一
童
亀
岳
」

【
図
５
】『
裙
摸
様
沖
津
白
浪
』

（
文
政
十
一
年
）「
十
童
亀
岳
」

【
図
３
】『
四
十
七
手
本
裏
張
』

（
文
政
九
年
）「
十
一
童
亀
岳
」

【
図
６
】『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』

（
文
政
十
一
年
）「
亀
岳
写
」
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【
図
７
】『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』

（
文
政
十
一
年
）「
亀
岳
」

【
図
８
】『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』

（
文
政
十
一
年
）「
亀
岳
」

【
図
９
】『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』

（
文
政
十
一
年
）

「
亀
岳
」「
亀
岳
」「
亀
岳
写
」

【
図
10
】『
昔
仝
今
物
語
』

（
天
保
元
年
）

「
亀
岳
写
」「
亀
岳
写
」
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【
注
】

①
水
野
稔
『
山
東
京
伝
年
譜
稿
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
一
年
）
に
「
六
月
十
九
日
、
京
山
・
豊
国
・
伊
賀
屋
と
と
も
に
、
森
田
座
に
、《
浮
牡
丹
全
伝
》
の
趣
向
を
取
り
入
れ
た
《
阿

国
御
前
化
粧
鏡
》
を
観
劇
〔
外
骨
所
引
、
歌
川
豊
広
宛
書
簡
、《
あ
ふ
ひ
》』
第
四
号
所
載
〕」
と
あ
る
。

②
こ
の
間
の
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
刊
の
戯
作
に
は
、
作
者
は
京
伝
・
京
山
・
曲
亭
馬
琴
・
式
亭
三
馬
・
南
仙
笑
楚
満
人
・
橋
本
徳
瓶
・
姥
尉
輔
、
画
工
は
豊
国
・
豊
広
・
国
貞
・
国
直
・
国

満
な
ど
の
名
が
見
え
る
。

③
津
田
真
弓
は
、『
山
東
京
山
年
譜
稿
』（
ペ
リ
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
『
戻
(

も
ど
り
)

駕
籠
(

か
ご
)

故
郷
(

こ
き
よ
う
の
)

錦
絵
(

に
し
き
ゑ
)

』
の
天
理
大
学
所
蔵

の
初
稿
と
板
本
を
比
較
し
、「
ま
ず
草
稿
の
各
表
紙
に
は
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
板
と
明
記
し
て
あ
り
、
後
表
紙
に
は
〈
文
化
七
年
庚
子
仲
夏
脱
稿
〉
と
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
伊
賀
屋

板
で
文
化
八
年
刊
行
と
し
て
用
意
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。（
略
）
な
お
、
文
化
八
年
に
刊
行
す
る
べ
く
脱
稿
さ
れ
て
い
た
本
作
が
十
年
ま
で
延
期
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
本
作
の
解

題
で
、
歌
舞
伎
の
興
行
に
つ
い
て
触
れ
て
お
い
た
が
、
も
う
一
つ
伊
賀
屋
の
経
営
上
の
不
振
と
い
う
こ
と
も
加
え
て
お
く
」
と
し
て
い
る
。
な
お
津
田
が
「
歌
舞
伎
の
興
行
」
と
い
う

の
は
、
文
化
七
年
の
中
村
座
と
市
村
座
に
お
け
る
『
楼
門
五
山
桐
』
の
興
行
の
こ
と
で
あ
る
。『
戻
駕
籠
故
郷
錦
絵
』
は
、『
楼
門
五
山
桐
』
に
当
て
て
『
山
門
(

さ
ん
も
ん
)

五
七
相

(
ご
し
ち
の
き
り
)

』
と
い
う
外
題
で
書
か
れ
た
と
こ
ろ
、
刊
行
の
延
期
に
よ
り
『
戻
駕
籠
故
郷
錦
絵
』
と
い
う
外
題
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
（
高
木
元
編
『
山
東
京
山
伝
奇
小
説
集
』

〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
〉
の
解
題
）。

④
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
文
化
初
期
の
鶴
屋
南
北
」（『
東
京
大
学
国
文
学
論
集
』
第
八
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
に
詳
し
く
論
じ
た
。

⑤
本
稿
で
利
用
し
て
い
る
図
は
、
全
十
二
巻
の
『
鶴
屋
南
北
全
集
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
一
―
一
九
七
四
年
）
収
録
の
影
印
を
転
写
し
た
。

⑥
文
政
十
一
年
作
の
【
図
５
】
に
も
「
十
童
」
と
あ
る
が
、こ
の
作
に
は
亀
岳
の
書
き
初
め
が
描
か
れ
た
口
絵
（【
図
11
】）
と
、そ
れ
を
祝
う
か
の
よ
う
に
訪
れ
る
国
貞
が
描
か
れ
た
挿
絵
（【
図

12
】）
が
載
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑦
『
役
者
珠
玉
尽
』（
文
政
九
年
正
月
刊
）
の
菊
五
郎
の
評
に
、「
霜
月
八
日
が
乗
込
み
に
て
目
出
度
御
到
着
で
ご
ざ
り
ま
し
た
」
と
あ
る
。

⑧
佐
藤
悟
は
、
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
文
化
十
二
年
刊
の
市
川
団
十
郎
名
義
の
合
巻
『
伊
達
道
具
鳥
羽
累
』
の
実
作
者
が
直
江
屋
重
兵
衛
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
こ
の
作
品
の
趣
向
が
『
東

海
道
四
谷
怪
談
』
の
趣
向
と
類
似
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 
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討
論
要
旨

山
下
則
子
氏
は
、
鶴
屋
南
北
は
従
来
文
盲
扱
い
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
出
版
物
へ
の
言
及
も
多
く
は
な
か
っ
た
た
め
、
合
巻
か
ら
南
北
の
新
た
な
側
面
を
開
拓
す
る
こ
と
に
は

意
義
が
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
文
化
年
間
の
合
巻
と
文
政
年
間
の
合
巻
を
繋
げ
て
論
じ
る
こ
と
の
困
難
さ
を
指
摘
し
た
。
初
期
の
『
敵
討
乗
合
咄
』
に
は
後
の
歌
舞
伎
の
演
出
が
投
影
さ

れ
て
お
り
南
北
の
深
い
関
与
も
窺
え
る
が
、
繁
忙
を
極
め
た
文
政
年
間
以
降
の
作
は
南
北
の
手
に
よ
る
も
の
か
疑
問
も
あ
り
、
他
の
合
巻
作
者
の
代
作
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
一

方
、
初
期
の
文
化
年
間
の
合
巻
に
つ
い
て
は
、
文
盲
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
考
察
す
る
意
義
は
大
き
い
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
発
表
者
は
、
文
政
年
間
の
作
で
あ
る
『
裾

模
様
沖
津
白
浪
』
は
、
確
か
に
歌
舞
伎
と
し
て
上
演
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
合
巻
化
し
た
も
の
で
あ
り
、『
怪
談
岩
倉
万
之
丞
』
お
よ
び
『
怪
談
鳴
見
絞
』
は
『
四
谷
怪
談
』
の
模
倣

作
と
の
指
摘
も
あ
る
。
し
か
し
文
化
五
年
の
作
で
あ
る
『
敵
討
乗
合
咄
』
に
も
お
岩
が
既
に
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、『
四
谷
雑
談
』
あ
る
い
は
『
常
世
物
語
』
は
既
に
南
北
の
念
頭
に
あ
っ

た
こ
と
を
補
足
し
た
。
文
政
年
間
の
合
巻
へ
の
関
心
と
代
作
者
の
有
無
に
つ
い
て
は
今
後
も
詳
細
に
検
討
し
た
い
と
回
答
し
た
。

【
図
11
】『
裾
模
様
沖
津
白
浪
』

（
文
政
十
一
年
）
の
口
絵

【
図
12
】
同
上
の
挿
絵




